
＜検討課題＞

２ 生物多様性の保全方策・野生鳥獣被害対策の推進
（１） 民国連携による生物多様性保全対策の推進

＜検討課題＞
○ 民国連携した生物多様性保全対策の推進方策について

＜主な意見＞
○ 赤谷プロジ クトのような協働 連携した取組の全国展開と拡大しすぎた造林地の天然林化を進めるべき

＜現状＞

○ 赤谷プロジェクトのような協働・連携した取組の全国展開と拡大しすぎた造林地の天然林化を進めるべき
○ 森林共同施業団地の手法を用いた生物多様性確保のための民有林・国有林による共同の管理団地の設定を検討すべき
○ 民有林、国有林を通じた緑の回廊の設定等を推進すべき

＜現状＞
・ 赤谷プロジェクトなど、多様な主体と協働・連携した取組を各局で推進
・ 立地条件に応じて、針広混交林化等を推進
・ 民有林と連携した緑の回廊の設定は、地域の状況を踏まえながら推進
・ 民有林と協同で森林生態系多様性基礎調査を実施

民有林 国有林が 体とな て保護管理を図る取組については 先駆的なプロジ クトに限られている状況・ 民有林・国有林が一体となって保護管理を図る取組については、先駆的なプロジェクトに限られている状況
・ 渓畔周辺における路網の作設や間伐等の森林施業に当たっての施業上の留意事項については、個別に配慮し対応している状況

＜対応方向＞

○ 協定等の手法を活用し、国有林が積極的に提案するなど、民有林・国有林を通じた生物多様性確保のための取組を推進

○ 急傾斜や成長量が低い等の人工林については、立地条件に応じて広葉樹の育成を促し、針広混交林化・広葉樹林化

○ 渓畔周辺における公益的機能に配慮した施業上の留意事項について、内容を明確化して推進

＜イメージ＞

○ 民有林 国有林が 体となって 渓畔周辺等において必要な再生 復元等を図るため モデルプロジ クトの成果や課題を評価 検証○ 民有林・国有林が一体となって、渓畔周辺等において必要な再生・復元等を図るため、モデルプロジェクトの成果や課題を評価・検証
しつつ、現状の森林共同施業団地の手法も参考に民有林も含めて連続した区域を設定するなど、生物多様性確保のための森林共同施業団
地の設定を検討。その際、人工林の針広混交林化・広葉樹林化のための択伐・間伐等の施業、希少種保護のための巡視、モニタリング、
外来種駆除等の受託・代行や、地元NPO等との協働・連携を併せて検討。

○ 森林整備による多様な林相のモザイク配置や連続性の確保等流域における森林の生物多様性保全及び持続可能な利用の推進状況の定量森 備 多様 相 置 続 保 流域 森 物多様 保 続 推 定
化・視覚化等について検討。併せて、希少種の生息・生育環境保全に関する知見を活用・共有するための希少種分布情報等を格納した希
少種データベースの整備及び効果的な運用を図る。

○ 渓畔周辺において、上流域と下流域の連続性の確保も含め、公益的機能発揮への一層の配慮に向けた施業上の留意事項を地域管理経営
計画の施業基準等において明確化する方向で検討。 11



モデルプロジェクトとは・・・

（参考）
○モデルプロジェクトを活用した民国連携による生物多様性の保全

モデルプロジェクトとは
地域や森林の特色を生かした生物多様性の保全にも効果的な森林管理をモデル的に行うため、地域の方々等
と協働・連携して行う森林の整備・保全活動。

【群馬県みなかみ町地区のモデルプロジェクト】【群馬県みなかみ町地区のモデルプロジェクト】

～国有林を対象として協働・連携している例～

【「赤谷の森・基本構想」と地域管理経営計画等との関係及び順応的管理の仕組み】

【生物多様性保全に向けた主な取組】
① 森林施業等に関する取組
(ｱ) 人工林から天然林への誘導( ) 林 天然林 誘導
(ｲ) 生物多様性の保全に向けた人工林施業
(ｳ) 環境保全に配慮した治山事業

② 動植物のモニタリング調査
③ 森林環境教育等への取組
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【宮崎県綾町地区のモデルプロジェクト】
～国有林・県有林・町有林を対象として協働・連携している例～

（参考）

綾プロジェクトの仕組み

【対象地区の取扱】

九州森林管理局

綾 町宮崎県

般市

【連携会議】

NACS-J てるはの森の会

一般市民

民間企業

協定締結
行動計画・中長期目標の設定
取り組みの企画、調整

＜多様な主体の森づくりへの参画＞

情報発信・参画呼びかけ
市民・法人サポーターの形成等

協 働

国有林

県有林 町有林

照葉樹林の保護・復元等

複層林化等 照葉樹を活用した街づくり複層林化等 照葉樹を活用した街づくり

・日本文化の基層／豊かな照葉樹林の継承

・照葉樹林を核とした自然共生の地域づくり
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（参考）
○ 東中国山地緑の回廊における民有林との連携の取組

平成19年度に設定した東中国山地緑の回廊は、兵庫県、岡山県、鳥
取県の３県にまたがり、国有林だけでなく県有林や町村有林にも接続
しています。このため、近畿中国森林管理局では、関係する地方公共
団体や民間団体等と連携した取組を進めています。

成 年度 係機 る連絡 整会議を 催 た平成20年度は、関係機関による連絡調整会議を開催したほか、西粟
倉村(にしあわくらそん)との共催によるワークショップを開催し、東
中国山地緑の回廊についてのディスカッションやエコツアーを行いま
した。 （近畿中国森林管理局）

場 所：岡山県英田(あいだ)郡西粟倉村
説 明：写真は、「東中国山地緑の回廊ワークショップ2008in西粟

倉」におけるエコツア と ディスカ シ ンの様子です倉」におけるエコツアーと、ディスカッションの様子です。
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○ 渓流周辺の保全

・ 渓畔周辺を、水系への土砂流出抑制や風致の維持、野生生物の移動経路、種子の供給源等として保全
・ 上流域から下流域までの森林の連続を確保し よりきめ細かな森林生態系のネットワークを形成（流域全体の生物多様性の保全）

（参考）

・ 上流域から下流域までの森林の連続を確保し、よりきめ細かな森林生態系のネットワークを形成（流域全体の生物多様性の保全）
→ このため、水系との位置関係に着目した施業上の留意事項を地域管理経営計画の施業基準等において明確化する方向で検討

水系

路網

凡例

路網

小班界

留意として整理される事項（例）
造 林 ： 植栽樹種の選定
保 育 ： 下刈、除伐の方法
主・間伐 ： 伐区の設定 伐採木・間伐方法の選定

渓畔周辺の林相 15

主・間伐 ： 伐区の設定、伐採木・間伐方法の選定
路網整備 ： 路線線形・工法の選択

渓畔沿いの森林のイメージ



○希少種データベースの概要

希少動植物の保護管理のために

（参考）

国有林では、これまでも希少動植物の生息・生育環境を保全
するためにさまざまな取り組みを実施

希少動植物の保護管理のために

○情報共有

するためにさまざまな取り組みを実施。
その知見を活用・共有するため、希少種の分布情報などを

データベースとして整備。

属性情報と地図情報

○機能 ① ①

このデータベースは簡単なGIS機能を持つことから、
地図上で場所を指定し、該当区域に分布情報がある種
を検索することも可能。

①

① レッドリスト等の種名リストおよび生態に関する簡単な解説
② 環境省の動植物分布情報メッシュ

○情報

③
③ 国有林野の位置を表すGISデータ
④ 既存の報告書から、調査の概要や対象種などを整理したリスト

これらに加えて、ユーザーが自ら記録したGPSの座標やモニタリング・
巡視の結果 写真などもデ タベ スに取り込み 共有することが可能

③

巡視の結果、写真などもデータベースに取り込み、共有することが可能。
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○希少種データベースの活用

デ タベ スの利用手順 （例）

（参考）

事業に先立ち分布情報を確認するとともに、希少種が確認された場合にどう対応
するのかをあらかじめ決定

データベースの利用手順 （例）

○森林施業の計画段階

するのかをあらかじめ決定。

① 管轄区域における希少種の分布情報・カテゴリーの確認
② 生息環境や生態などから国有林野の管理・経営上、留意すべき種を抽出
③ 保護上の重要性に応じた対応方針の検討
④ モニタリングの実施

繁殖期の分布情報がある絶
滅のおそれのある鳥類の種数
（１次メッシュ単位） と国有林
の位置

日常業務の中で森林官が森林を歩く際に、事前に分布の可能
性がある希少種の種や特徴を現地で確認できるよう、本データ

○情報の蓄積・共有
の位置

性 あ 希少種 種 特徴を現 確認 う、本
ベースで予習。

すでに生息地や繁殖地点がわかっている希少種に関しては、
GPSで測位した位置情報を管理。

GIS上に表示した希少種の位置図
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